


地
場
産
農
産
物
や
食
材
、

名
産
な
ど
を
一
堂
に

地
場
産
食
材
を
使
う

お
し
ゃ
れ
な
イ
タ
リ
ア
ン

23 November  2009

な
イ
ベ
ン
ト
と
の
相
乗
効
果
も
狙
って
い
ま
す
。

　

宮
カ
フ
ェ
事
業
は
宇
都
宮
市
の
「
宇
都
宮
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
」
の
中
心
的
事
業
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
（
宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
、
そ
の
具
体
的

プ
ロ
ジェク
ト
「
宇
都
宮
プ
ラ
イ
ド
」
は
６
、７
ペ
ー

ジ
で
紹
介
）。
宇
都
宮
市
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
て
い
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
宮
カ
フ
ェ
は
そ
れ
ら
を
店
舗

と
し
て
具
体
化
し
、
各
種
情
報
発
信
の
拠
点
に
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　　

営
業
を
始
め
た
店
舗
は
、１
階
が「
＠
m
i
y
a

マ
チ
ナ
カ
こ
だ
わ
り
マ
ル
シ
ェ
」。
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村

を
運
営
す
る
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
」
が

経
営
母
体
で
す
。
店
舗
内
に
は
、
同
社
の
新
事
業

で
あ
る
「
@
a
g
r
i
ス
タ
イ
ル
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
た
①
マ
ル
シ
ェ
＆
デ
リ
カ 

②
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

カ
フ
ェ 

③
ブ
ラ
ン
ド
マ
ル
シ
ェ 

④
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村

オ
リ
オ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
の
各
コ
ー
ナ
ー
が
常
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
宮
カ
フ
ェ
」
が
、
11
月
７
日
、
オ
リ
オ
ン
通
り
（
江
野
町
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
当
所
と
市
が
共
同
で
進
め
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
国
と
市
の
補
助
を
受
け
て
当
所
が
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。
１
階
、
２
階
そ

れ
ぞ
れ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
店
舗
が
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
市
の
地
域
産
品
の
認
知
度
の
向
上
な
ど
、

複
合
的
な
設
置
効
果
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
そ
ん
な
宇
都
宮
の
新
た
な
情
報
発
信
拠
点
「
宮
カ
フ
ェ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

宇
都
宮
か
ら
市
民
・

全
国
に
向
け
た

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

　 

宮
カ
フ
ェ
開
店
！！

 

中
心
市
街
地
の

賑
わ
い
創
出

　

当
所
は
、
宇
都
宮
市
と
共
同
で
、
宇
都
宮
ア
ン
テ

ナ
シ
ョッ
プ
「
宮
カ
フ
ェ
」
を
11
月
7
日
（
土
）、
オ

リ
オ
ン
通
り
（
江
野
町
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

宮
カ
フ
ェの
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
宇
都
宮

市
の
誇
れ
る
地
域
の
商
品
な
ど
を
一
堂
に
集
め
、『
そ

の
良
さ
・
素
晴
ら
し
さ
』
を
多
く
の
人
々
に
再
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
、
同
時
に
そ
れ
ら
を
効
果
的

に
活
用
し
、『
本
市
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
方
』
な
ど

に
つい
て
提
案
、発
信
し
て
い
く
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
一
般
的
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
と
言
え
ば
、
東
京
の

繁
華
街
に
店
舗
を
構
え
、
地
元
の
特
産
品
な
ど
を

置
い
て
、
都
市
部
の
人
た
ち
に
地
方
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
の
が
通
例
で
す
が
、
宮
カ
フ
ェ
は
宇
都

宮
か
ら
市
民
や
全
国
に
情
報
発
信
し
て
い
く
点
で

全
国
で
も
新
し
い
試
み
と
な
って
い
ま
す
。

　

建
物
は
3
階
建
て
で
、
店
舗
は
１
、２
階
の
約

3
3
0
平
方
メ
ー
ト
ル
。
江
野
町
の
オ
リ
オ
ン
通

り
に
面
し
た
店
舗
を
活
用
し
ま
し
た
。
通
り
を

挟
ん
だ
向
か
い
側
に
は
、「
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
」

が
あ
り
、
広
場
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま

ラ
リ
ー
シ
ョッ
プ
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ろ

ま
ん
ち
っ
く
村
を
上
手
に
利
用
す
る
た
め
の
各
種

情
報
発
信
機
能
、コ
ー
ヒ
ー
や
フ
レ
ッ
シ
ュジ
ュ
ー
ス
、

ヘ
ル
シ
ー
な
ブ
ラ
ン
チ
な
ど
を
楽
し
め
る
カ
ウ
ン

タ
ー
ス
タ
イ
ル
の
カ
フェコ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
し
た
。

　
「
マ
ル
シ
ェ
」
と
は
市
場
の
こ
と
で
す
が
、
農
産

物
や
食
材
を
買
い
に
来
る
近
所
の
人
た
ち
、
レ
ス

ト
ラ
ン
に
食
事
に
来
る
人
た
ち
、
オ
リ
オ
ン
通
り

や
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
に
集
う
若
者
た
ち
、
市
外

か
ら
の
観
光
客
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
層
の
人
々
が
、

こ
こ
で
出
会
い
、
交
流
を
深
め
る
「
み
ん
な
の
広

場
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
中
心

市
街
地
活
性
化
も
狙
って
い
ま
す
。

　

２
階
は
レ
ス
ト
ラ
ン
「
プ
チ
・
プ
レ
リ
」。
イ
タ
リ

ア
ン
ビ
ュッ
フ
ェス
タ
イ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。「
パ
ン

　

そ
の
日
の
朝
に
採
れ
た
新
鮮
な
地
場
産
の
野

菜
や
農
作
物
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
加
工
品
、
名

店
シ
ェフ
に
よ
る
デ
リ
カ
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
販

売
す
る
ほ
か
、
宇
都
宮
市
内
で
製
造
さ
れ
て
い

る
名
産
品
、
伝
統
工
芸
品
な
ど
を
一
同
に
集
め

ま
し
た
。
こ
こ
に
来
れ
ば
宇
都
宮
市
の
誇
れ
る

地
域
の
各
種
商
品
が
い
つ
で
も
手
に
入
る
「
ギ
ャ

特
集
1

宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

ド
ラ
の
箱
」「
リ
ト
ル
パ
イ
レ
ー
ツ
」「
牛
楽
」
な
ど

を
経
営
す
る
「
オ
ノ
カ
ン
パ
ニ
ー
」
が
運
営
を
手
掛

け
て
い
ま
す
。
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、

お
い
し
く
て
お
し
ゃ
れ
、
さ
ら
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
メ

ニュ
ー
を
構
成
。
味
の
追
求
は
も
ち
ろ
ん
、
地
場
産

食
材
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る
地
域
お
こ
し
も
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
見
た
目
も
美
し
い
こ
だ
わ
り
の
料
理
、
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
は
、
手
作
り
ケ
ー
キ
や
ド
リ
ン
ク
バ
ー
を
用

意
。
学
生
や
女
性
層
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
喫
茶

店
で
す
。
そ
し
て
、
夜
は
豊
富
な
ビ
ュッ
フェメ
ニュ
ー

と
お
酒
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
楽
し

み
方
が
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
夜

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
み
放
題
＋
ビ
ュッ
フ
ェ
に
よ
る
食
べ

放
題
で
１
９
８
０
円
と
、
か
な
り
お
得
感
の
あ
る
価

格
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ュッ
フ
ェス
タ
イ
ル
の
メ
ニュ
ー
以
外
に
も
、
地
元

素
材
を
手
間
を
か
け
て
料
理
し
た
一
品
料
理
や
各

種
デ
ザ
ー
ト
、
カ
ク
テ
ル
の
街
宇
都
宮
に
ふ
さ
わ
し

く
、
ア
ル
コ
ー
ル
メ
ニュ
ー
も
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
利
用
も
想
定
し
て

お
り
、
ジ
ャ
ズ
の
街
宇
都
宮
ら
し
く
ジ
ャ
ズ
の
演
奏

や
ス
ポ
ー
ツ
バ
ー
、
も
の
づ
く
り
教
室
と
いっ
た
幅
広

い
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

食
事
や
買
い
物
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、

１
階
、
２
階
を
一
体
的
に
と
ら
え
、
力
を
合
わ
せ

て
オ
リ
オ
ン
通
り
を
盛
り
上
げ
て
い
く
方
針
で
す
。

　

施
設
全
体
の
運
営
を
担
当
す
る
当
所
地
域
振
興

部
の
吉
成
俊
夫
副
参
事
は
「
地
域
資
源
を
十
分
に

活
用
す
る
こ
と
で
集
客
を
図
り
、
通
行
量
・
来
街
者

の
増
加
、
空
き
店
舗
の
減
少
な
ど
、
さ
ら
に
は
事
業

成
立
性
の
確
立
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
宮
カ
フ
ェ
を
、
あ
え
て

市
内
に
置
く
こ
と
で
、
宇
都
宮
の
良
さ
を
市
民
に

再
認
識
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
市
外
か
ら
来
た

人
た
ち
、
さ
ら
に
は
全
国
に
も
発
信
し
て
い
く
場
所

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
今
後
の
方
針

を
語
って
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　[

21
年
10
月
31
日
現
在] 

2階店舗イメージ

1階店舗イメージ

宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
地
に

[ お問合せ ] 地域振興部 ☎028-637-3131
[ 営業時間 ]  午前10:00~午後9:00（不定休）



　店では地場産の新鮮な朝採り野菜
などの農産物も販売しますが、それだ
けではなく、お惣菜をはじめとした安心
な食材全般から、特産品・名産品も
多数置く方針です。その中には、宇
都宮ならではの黄ぶな、宮染め、ふく
べ細工といった工芸品も含まれます。
　ここに来れば、宇都宮の良さを観光
客にも PR 出来て、そればかりではな
く、地元の人に喜んで毎日使ってもら
えるような品揃えは勿論、居心地の良
い店舗にしたいと思います。
　また、地元のプロスポーツチームの

　イタリアンビュッフェのレストランです。
夜の食べ放題、飲み放題で１９８０円（ビー
ル、ワイン、カクテルのアルコールももち
ろん込み）という価格は、かなりお得感が
あるのではと思っています。新鮮で安全な
地場産の素材を使って、本格的なイタリ
アンを提供します。宇都宮ブランドである
カクテルなども333 種類と充実させていま
す。また、ランチにも力を入れていますの
で夜とは違った楽しみ方もできます。
　オリオン通りが今、元気がないと言われ
ておりますが、この店が拠点になって活
性化が進んでもらえればと思っています。

関連商品やＰＲを含めたバックアップな
ども行い、買い物だけでなくさまざまな
ジャンルの方たちが自然に交流できるよ
うに、みんなで一緒に宇都宮を盛り上
げていけるようになればうれしいですね。
　１階の農産物を２階のレストランに供
給したり、レストランのお客様が１階で
の買い物を楽しむなどの相互連携や、
オリオンスクエアでのイベントとコラボ
レーションさせるなど相乗効果も期待し
ています。
　中心市街地を活性化し、賑わいを取
り戻すためのお手伝いをしたい、という

たくさんのお客様に来てもらって、お客様
同士のコミュニケーションも図れるようにし
たい。薄利多売の精神で頑張ります。
　イベントができるスペースがあるので、
ジャズの演奏などを行い、ストリートで
演奏している若い人も巻き込んで、楽
しい雰囲気をつくりたいですね。１階と
連動したスポーツバーのようなものもい
いかもしれませんね。人数が膨れ上がっ
ても、すぐ前はオリオンスクエアですか
ら、いくらでも吸収できますし。
　ここが起爆剤になって中心市街地の活
性化が進み、オリオン通りの空き店舗が

のは、私たち出店者の共通した願いで
す。やるからには、その目的に向けて協
力し合いながら、努力を惜しまないつもり
です。

すべて埋まるくらいになればと夢見ています。
行政とも手を取り合って、後に続く人た
ちのビジネスモデルをつくるつもりで取り
組みます。　

＠ｍｉｙａ マチナカ こだわりマルシェ

http: //www.at-miya.comhttp: //www.os-ono.com028-666-8785 028-666-8938

ビュッフェレストラン「プチ・プレリ」 ㈱ファーマーズ・フォレスト  松本 謙社長の話㈲オノ・カンパニー  小野真一社長の話

宇都宮の特産品はここでオリオン通りを活性化

45 November  2009

宮カフェ開店！！宇都宮ブランドの発信地に      中心市街地の賑わい創出

Floor map
フロアマップ

IN

特集1 宇都宮アンテナショップ

フリースペースではジャズ等
の演奏を予定

〈ブランドマルシェ〉
ギフト各種、銘菓名産品、地域工芸品等の販売

〈マルシェ ＆ デリカ〉
新鮮野菜、果物、花、加工品から
シェフズデリカ等の販売

〈スローフードカフェ〉
お惣菜、弁当、フレッシュジュース、
スイーツ等の販売

2F 1Fビュッフェレストラン   「プチ・プレリ」 ＠ｍｉｙａ マチナカ こだわりマルシェ
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「
宇
都
宮
っ
て
ど
ん
な
ま
ち
？
」
と
聞
か
れ
て
、

す
ぐ
に
答
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
い
い
と
こ
ろ

は
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
ど
こ
か
影
が
薄
く
、
は
っ

き
り
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
に
く
い
こ
と

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
宇
都

宮
市
の
「
宇
都
宮
プ
ラ
イ
ド
〜
１
０
０
年
先
も
誇

れ
る
ま
ち
を
、
み
ん
な
で
」
プ
ロ
ジェク
ト
が
、
昨

年
３
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
宇
都
宮
市
内
外

の
人
た
ち
と
「
一
緒
に
宇
都
宮
の
魅
力
を
考
え
、

発
見
し
、
形
づ
く
り
、
発
信
す
る
こ
と
」
を
目

的
に
取
り
組
む
都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
プ
ロ
ジ
ェク
ト

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
餃
子
や
カ
ク
テ
ル
、
ジ
ャ
ズ
な
ど
、

個
々
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
・
発
信
の
取
り
組

み
は
進
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
、
こ
れ
ら
を
包
括

的
・
体
系
的
に
ま
と
め
、一
体
的
で
ス
ト
ー
リ
ー

性
の
あ
る
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
都

市
全
体
と
し
て
の
宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を

推
進
・
構
築
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

宇
都
宮
市
は
、
市
民
参
加
型
で
進
め
る
地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
新
し
い
形
を
目
指
し
て
活
動
を

進
め
て
お
り
、
市
民
に
宇
都
宮
市
の
魅
力
や
良

さ
の
“
再
認
識
”
や
新
た
な
“
発
見
”
を
し

て
も
ら
い
、
分
か
り
や
す
く
整
理
し
て
多
く
の

人
に
伝
え
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
を
通
し
て
市
民
の
中
に
宇
都
宮
に
対
す

る
誇
り
、
愛
着
を
醸
成
す
る
こ
と
で
、
宇
都

宮
が
１
０
０
年
先
も
誇
れ
る
ま
ち
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
は
、
宇
都
宮
プ
ラ
イ
ド
で
創
出

し
よ
う
と
し
て
い
る
「
宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
」
を
、

「
市
内
外
の
人
や
企
業
か
ら
の
信
頼
・
好
感
・

期
待
を
恒
常
的
に
獲
得
す
る
と
と
も
に
、
他

自
治
体
と
差
別
化
で
き
る
本
市
独
自
の
『
価

値
や
イ
メ
ー
ジ
』」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

と
い
う
３
段
階
で
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
現
在
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
主
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
基
づ
き
宇
都
宮
が

１
０
０
年
先
も
誇
れ
る
ま
ち
と
な
る
た
め
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
宇
都
宮
に
「
誇
り
」

を
持
ち
、市
外
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
「
憧
れ
」

を
も
っ
て
も
ら
え
る
都
市
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

あ
な
た
は
、

「
宇
都
宮
プ
ラ
イ
ド
」を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

1
0
0
年
先
も
誇
れ
る

”ま
ち
づ
く
り
“を
発
信
中
！！

宇
都
宮
プ
ラ
イ
ド
と
は
？

　

宇
都
宮
の
魅
力
に
つ
い
て
自
由
に
語
り
合

え
る
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
「
宇
都
宮
プ
ラ
イ
ド
レ
ポ
ー
ト
」

を
発
行
し
、
市
民
に
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

 　

市
内
各
所
に
「
宇
都
宮
プ
ラ
イ
ド
」
の
ロ

ゴ
フ
ラ
ッ
グ
を
掲
出
し
て
い
ま
す

　

宇
都
宮
共
和
大
学
宇
都
宮
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
宇
都
宮
の
魅
力
や
誇
り
を
語
り
合

い
、
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
開
発
へ
つ
な
げ
る

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る
た
め
、
各
種
催
し

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

地
元
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
主
宰
す
る
吉
本

哲
郎
氏
を
招
き
、
ユ
ニ
オ
ン
通
り
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
、宇
都
宮
の「
再
発
見
」を
行
い
ま
し
た
。

　

プ
ラ
イ
ド
カ
フ
ェ
を
地
域
や
職
場
、
学

校
な
ど
で
開
催
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

声
を
集
め
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
な
ら
で
は
の
魅
力
や
良
さ
を
表

現
し
た
「
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

オ
リ
オ
ン
通
り
に
面
し
た
店
舗
に
オ
ー

プ
ン
。
商
工
会
議
所
が
運
営
を
担
い
ま
す
。

※
詳
細
は
２
〜
5
ペ
ー
ジ
の
特
集
を
参
照
。

　モバイルサイト

「宮カフェ」も

 オープン！！
右上のQRコードからカンタンアクセス！

特集2   宇都宮プライド

そこは、行けば行くほど発見がある街。
ちょっとシャイだけど、オモシロイ人であふれた街。
ビミョーなところがゼツミョーに心地よい街。
来て楽しい、食べて楽しい。
そして、住めばもっともっと楽しい街。

宇都宮が大切にしたいこと、
そては日々の暮らしの豊かさ。
１００年先も宇都宮を訪れる人が、
住みたいと思える街になるために、
そんな愛すべき宇都宮らしさを、もっともっと。

宇
都
宮
プ
ラ
イ
ド
で

つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る

宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
っ
て
何
？

都
市
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は

ど
う
進
め
る
の
？

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
決
定
！

市
内
外
の
人
に
、
ま
ず
は
宇
都
宮
の
魅
力

な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う 「
認
知
」

ス
テ
ップ
1

宇
都
宮
市
の
こ
と
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ

る
人
を
増
や
す

「
信
頼
」

ス
テ
ップ
2

「
誇
り
」や「
憧
れ
」
を
作
り
出
す
こ
と
で
、

宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
を
定
着
さ
せ
る

「
愛
着
」

ス
テ
ップ
3

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

取
り
組
み
は
？

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
宮
カ
フ
ェ
」を
開
設（
３
月
13
日
）

出
前
プ
ラ
イ
ド
カ
フ
ェ

（
７
月
〜
10
月
）

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表

（
10
月
22
日
）

オ
リ
オ
ン
通
り
に

宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
宮
カ
フ
ェ
」誕
生（
11
月
７
日
）

佐
藤
栄
一
市
長
が

「
フ
ェ
ス
タ
ｍ
ｙ
宇
都
宮
」
の
会
場
で

ス
タ
ー
ト
を
宣
言（
４
月
12
日
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ペ
ー
パ
ー

（
広
報
紙
）の
作
成

宇
都
宮
プ
ラ
イ
ド
創
造

ボ
ラ
ン
ティ
ア
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
活
動

キ
ッ
ク
・
オ
フ
プ
ラ
イ
ド
カ
フ
ェ
開
催

（
６
月
20
日
）

地
元
学
（
７
月
19
、20
日
）

市
街
に
フ
ラ
ッ
グ
を
掲
出
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ま
ち
お
こ
し
委
員
会
で
は
本
年

度
の
事
業
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
で

と
ち
ぎ
を
元
気
に
す
る
ペ
ー
パ
ー

マ
ガ
ジ
ン「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ　

Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ

Ｉ
Ｇ
Ｉ
」を
発
刊
し
ま
し
た
。
先
月

号
の
天
地
人（
10
月
号　

Ｎ
Ｏ
．

5
5
3
）に
折
り
込
み
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

私
た
ち
ま
ち
お
こ
し
委
員
会
は
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

活
動
内
容
と
し
て
一
昨
年
に
で
き

た
委
員
会
で
、
こ
れ
ま
で
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
２
回
、

合
同
学
校
訪
問
を
１
回
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
の
活
動

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ　

Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
」が
発
刊
で
き
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
活
動
が
理

解
さ
れ
プ
ロ
チ
ー
ム
と
の
信
頼
関

係
が
築
け
た
こ
と
と
、
チ
ー
ム
が

相
互
連
携
し
て
”と
ち
ぎ
“
を
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ
に

ポ
ー
ツ
の
発
展
を
ま
ち
づ
く
り
の

起
爆
剤
に
し
よ
う
と
考
え
、
活
動
初

年
度
の
２
０
０
７
年
に
初
の
プ
ロ

チ
ー
ム
合
同
イ
ベ
ン
ト「
第
一
回
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催

し
ま
し
た（
当
時
は
ま
だ
３
チ
ー
ム
）。

活
動
２
年
目
の
２
０
０
８
年
は
、

チ
ー
ム
間
の
連
携
・
交
流
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
強
固
な
も
の
に
し
た
い
と

考
え
、
３
プ
ロ
チ
ー
ム
の
〝
顔
〟
に

よ
る
座
談
会
を
メ
イ
ン
企
画
と
し
た

「
第
二
回
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
な

か
で
合
同
学
校
訪
問
の
約
束
を
い
た

だ
き
翌
２
０
０
９
年
に
宮
の
原
中
学

校
に
て
４
チ
ー
ム
に
よ
る
合
同
学
校

訪
問
を
実
施
し
ま
し
た（
宇
都
宮
ブ

リ
ッ
ツ
ェ
ン
が
誕
生
し
４
チ
ー
ム
に
）。

　

そ
し
て
今
年
度
。
２
年
間
活
動

を
し
て
き
て
、
自
分
が
想
像
し
て

い
た
以
上
に
地
元
プ
ロ
チ
ー
ム
の

知
名
度
が
低
い
こ
と
を
感
じ
、
も
っ

と
多
く
の
人
た
ち
に
〝
プ
ロ
チ
ー

ム
の
存
在
〟
を
知
っ
て
も
ら
う
事

な
っ
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
自
分
が
想

像
し
て
い
た
以
上
に
地
元
プ
ロ

チ
ー
ム
の
知
名
度
が
低
い
と
い
う

こ
と
も
発
刊
の
大
き
な
要
因
と
な

り
ま
し
た
。

　

い
ま
県
内
に
は
４
つ
の
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

①
サ
ッ
カ
ー
の
”栃
木
Ｓ
Ｃ
“ 

②

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
”リ
ン
ク
栃

木
ブ
レ
ッ
ク
ス
“ 

③
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
の
”Ｈ.

Ｃ.

Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｉ

日
光
ア
イ
ス
バ
ッ
ク
ス
“ 

④
自
転

車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
”宇
都
宮
ブ

リ
ッ
ツ
ェ
ン
“
。

　

各
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
り
、

学
校
や
施
設
を
訪
問
し
た
り
す
る

な
ど
の
社
会
貢
献
・
地
域
密
着
活

動
を
行
い
な
が
ら
地
域
に
根
ざ
し

た
チ
ー
ム
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
各
チ
ー
ム
の
こ
れ
ら

の
活
動
に
深
く
賛
同
し
、
プ
ロ
ス

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

単
に
チ
ー
ム
の
存
在
を
知
っ
て
も

ら
う
だ
け
な
ら
新
聞
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
十
分
で
す
が
、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

に
は
、
と
ち
ぎ
を
元
気
に
す
る「
感

動
情
報
」が
必
要
な
の
で
す
。
そ
れ

は「
選
手
の
思
い
」や「
ス
ポ
ー
ツ
の

意
味
や
目
的
」で
あ
り
、
こ
れ
ら
を

伝
え
る
た
め
我
々
は
ス
ポ
ー
ツ
に

特
化
し
た
ペ
ー
パ
ー
マ
ガ
ジ
ン
を

企
画
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら「
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ　

Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
」は
誕
生
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
〝
プ
ロ
チ
ー

ム
の
存
在
〟
を
知
ら
な
い
人
た
ち

や
〝
と
ち
ぎ
の
ス
ポ
ー
ツ
〟
に
関

心
が
な
い
人
た
ち
が「
感
動
情
報
」

に
触
れ
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
に
一
歩
近
づ
き
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
夢
や
感
動
や

元
気
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。

  

（
ま
ち
お
こ
し
委
員
会  

菊
地
靖
史
）

ペ
ー
パ
ー
マ
ガ
ジ
ン

「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ　

Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
」発
刊

青
年
部
だ
よ
り

　

９
月
15
日（
火
）に
横
浜
市
の
パ
ン

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
横
浜
ベ
イ
ホ
テ
ル
東

急
で
開
催
さ
れ
た「
関
東
商
工
会
議

所
女
性
会
連
合
会
女
性
会
長
会
議
」

に
出
席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

横
浜
商
工
会
議
所
女
性
会
秋
山
会

長
な
ど
の
ご
挨
拶
の
後
、
議
事
を
審

議
、
４
月
に
開
催
さ
れ
た
関
東
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
静
岡
大
会

の
収
支
決
算
に
つ
い
て
、
来
年
４
月

22
日（
木
）に
さ
い
た
ま
市
の
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
る
、
さ

い
た
ま
大
会
の
概
要
に
つ
い
て
、
女

性
な
ら
で
は
の
発
想
で
、
環
境
や
教

育
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
な
ど
行
っ
て

い
る
政
策
委
員
会
活
動
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
の
終
了
後
、
横
浜
開

港
１
５
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
の
説
明
を
受
け
、
現
地
を

視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
や
関
東
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
の
会
議
等
に

参
加
し
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
は
、
①
単
会
に
お
け
る

会
員
増
強 

②
女
性
会
の
な
い

商
工
会
議
所
に
お
け
る
会
設
営

の
必
要
性 

③
県
内
女
性
会
同

士
の
連
携 

④
全
国
な
ら
び
に

関
東
商
工
会
議
所
女
性
会
連

合
会
に
学
べ
！  

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
は
と

て
も
重
い
も
の
で
す
。

　

平
成
22
年
に
は
宇
都
宮
商
工
会
議

所
女
性
部
が
創
立
20
周
年
を
迎
え
ま

す
。
女
性
部
発
展
の
た
め
、
気
を
引

き
締
め
な
が
ら
諸
先
輩
の
高
い
志
を

継
ぎ
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
（
女
性
部
会
長　

福
田
泰
子
）

関
東
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

女
性
会
長
会
議
に
参
加

女
性
部
だ
よ
り

恒
例
の「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」で
仕
事
始
め
を
！

新
年
賀
詞
交
歓
会

　

新
年
賀
詞
交
歓
会
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

︻
日
時
︼平
成
22
年
１
月
４
日（
月
）

午
前
11
時
か
ら

︻
会
場
︼ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮（
宇

都
宮
市
上
大
曽
町
４
９
２
ー

１
）

︻
費
用
︼2
、0
0
0
円

︻
申
込
︼12
月
８
日（
火
）ま
で
に
会
費

を
添
え
て
担
当
部
署
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申込・問合せ

総
務
部

☎
６
３
７-

３
１
３
１

宇
都
宮
市
産
業
政
策
課

☎
6
3
2-

2
4
3
9

パ
ー
ト
ナ
ー
発
行

　

来
年
の
ビ
ジ
ネ
ス
手
帳「
パ
ー
ト

ナ
ー
２
０
１
０
」は
、
会
報
誌「
天
地

人
」12
月
10
日
号
に
同
封
し
て
お
届

け
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
ど
う

ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

2
0
1
0
年
版
パ
ー
ト
ナ
ー
が
発
行
に
な
り
ま
す
！

宮
の
市（
商
業
祭
）実
行
委
員
会

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
推
進
協
議
会

ご
協
力
・
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

宮
の
市
、
ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
２
０
０
９
御
礼

　

宮
の
市（
商
業
祭
）と
ミ
ヤ
・
ジ
ャ

ズ
イ
ン
２
０
０
９
が
10
月
31
日

（
土
）と
11
月
１
日（
日
）の
２
日
間

開
催
さ
れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆

様
、
準
備
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
、
ご
協
賛

い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
の
皆
様
に
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
イ

ベ
ン
ト
を
め
ざ
し
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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第
46
回
栃
木
県
商
工
会
議
所
議
員

大
会（
９
月
11
日
開
催
）に
お
い
て
決

議
さ
れ
た
次
の
提
言
要
望
事
項
に
つ

い
て
、
10
月
６
日（
火
）、
福
田
知
事

並
び
に
青
木
県
議
会
議
長
に
、
そ
の

実
現
方
を
陳
情
し
ま
し
た
。

〈
提
言
・
要
望
事
項
〉

「
中
小
企
業
対
策
の
推
進
」

〜
経
済
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
に
〜

①
金
融
対
策
の
推
進

②
中
小
企
業
対
策
の
推
進

③
産
業
人
材
育
成
の
推
進

④
環
境
対
策
の
推
進

「
魅
力
あ
る
“と
ち
ぎ
”
づ
く
り
の
推

進
」
〜
活
力
と
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
郷
土
“と
ち
ぎ
”
を
目

指
し
て
〜

①
北
関
東
自
動
車
道
の
早
期

　

開
通
と
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

　

促
進

②
道
路
網
の
整
備
促
進

③
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

④
観
光
振
興
策
の
推
進

⑤
自
然
環
境
保
全
の
推
進

⑥
首
都
圏
空
港
の
整
備
促
進

⑦
国
会
等
移
転（
補
完
都
市

　

構
想
）の
実
現

「
栃
木
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
」決
議
事
項
を
、

県
知
事
並
び
に
県
議
会
議
長
に
陳
情

知
事
・
県
議
会
議
長
へ
要
望
書
提
出

福田知事へ決議事項を手渡す会頭

同じく青木県議会議長へ提出

「
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
制
度
」（
有
期
実
習
型
訓
練
）を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

「
人
材
育
成
」「
人
材
確
保
」
支
援

　

当
所
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託

事
業「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
」普
及

促
進
を
実
施
し
て
ま
す
。「
人
材
育
成
」

「
人
材
確
保
」に
有
用
な
制
度
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

書
類
作
成
や
諸
手
続
き
等
に
つ
い
て

は
、
当
所
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
お
手

伝
い
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
制
度
の
概
要　

有
期
雇
用
契
約

（
３
～
６
ヵ
月
）の
も
と
で
、
求
人
企

業
が
実
習（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）と
座
学（
ｏ
ｆ

ｆ
ー

Ｊ
Ｔ
）を
組
み
合
わ
せ
た
職
業
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
期
間
後
に
正

社
員
と
し
て
継
続
雇
用
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

は
、
国
か
ら
の
助
成
金
や
奨
励
金
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

○
制
度
の
メ
リ
ッ
ト　

①
自
社
の
人

材
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
人
材
の
育
成
・

確
保
が
可
能
で
す
②
制
度
の
利
用
を

通
じ
、
自
社
の
人
材
育
成
・
研
修
体

制
の
構
築
が
可
能
で
す
③
自
社
の

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
正
社
員

に
す
る
際
に
も
利
用
で
き
ま
す
④
国

の
助
成
制
度
を
活
用
し
、
訓
練
に
か

か
る
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す

○
そ
の
他　

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

栃
木
県
地
域

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

（
宇
都
宮
商
工
会
議
所
内
）

☎
6
0
1-

8
0
3
9

問合せ

　

当
所
で
は
若
年
者
就
職
支
援
事
業

の
一
環
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
か
ら

「
若
年
者
地
域
連
携
事
業
」を
受
託
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
良
き
人
材
を

求
め
る
企
業
と
適
職
を
求
め
る
若
者

と
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、

「
２
０
１
０
若
年
求
職
者
合
同
企
業
説

明
会
」を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
参
加
企

業
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
採
用

を
予
定
し
て
い
る
場
合
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】平
成
22
年
２
月
18
日（
木
）

午
後
1
時
〜
4
時

【
場
所
】ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

【
対
象
求
職
者
】

①
大
学
、
大
学
院
、
短
大
、
専
修
学
校

等（
２
０
１
０
年
３
月
卒
業
予
定
者
）

②
若
年
求
職
者
、
転
職
希
望
者（
概
ね

40
歳
未
満
）

【
参
加
企
業
】 

県
内
企
業
70
社（
予
定
）

（
先
着
順
。
定
員
に
な
り
し
だ
い
、締
切
）

【
参
加
料
】無
料

【
申
込
開
始
】

平
成
21
年
11
月
20
日（
金
）

【
詳
細
】 

以
下
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照

http://w
w

w
.tochijob.net/

（
ト
チ
ジ
ョ
ブ
ネ
ッ
ト
）

【
申
込
方
法
】

上
記
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
込
書
が
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
で
す
。
ま
た
は
当
所
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
申
込
書

を
お
送
り
し
ま
す
。

人
材
確
保
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
参
加
企
業
募
集
！

２
０
１
０
と
ち
ぎ
若
年
求
職
者
合
同
説
明
会

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

販
売
の
基
礎
知
識・技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

３
級
販
売
士
養
成
講
習
会

　

販
売
士
の
資
格
は
、
流
通
業
界

で
唯
一
の
公
的
資
格
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
講
日
】
平
成
22
年
1
月
26
日

（
火
）
〜
3
月
12
日（
金
）

〈
毎
週
火
・
金 

／
全
14
回  

午
後
6

時
30
分
〜
8
時
30
分
〉

【
会
場
】　

当
所
２
階
会
議
室

【
内
容
】　

販
売
士
３
級
程
度

【
講
師
】　

中
小
企
業
診
断
士
・
１

級
販
売
士　

矢
口
季
男
氏

【
対
象
】　

会
社
経
営
者
・
役
員
・
従

業
員（
学
生
は
除
く
）定
員
30
人

【
費
用
】　

当
所
会
員
１
万
５
千
円
／

非
会
員
２
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
申
込
】　

所
定
の
申
込
書（
※
本
号

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
）に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

受
講
料
を
添
え
て
当
所
窓
口
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■法律相談（毎月第2火曜日）

日　時	 11月10日、12月8日
	 	午後１時30分〜4時30分

受　付	 午後1時〜3時（先着10名まで）

内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、不渡手形の処理方法、
													従業員の交通事故、不動産取引など

相談員	 弁護士	

問合せ　経営支援部

■発明相談（毎月第1金曜日）	
　知的財産権相談（毎月第2・3・4金曜日）

日　時	 11月13日・20日・27日、12月4日・11日
	 午後１時30分〜4時30分

受　付	 午後１時〜４時

内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する
													各種相談

相談員	 弁理士	

問合せ　経営支援部

■企業年金相談

相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）

内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど

相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員

問合せ	 総務部

■税務相談

相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士
問合せ　経営支援部

■個人情報保護法対策相談

内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
	　　　			改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など

受付・回答			「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント
問合せ	 総務部

無料の専門相談です。
各分野の専門家が、あなたの相談に応じます。
会場  法律・発明相談は宇都宮商工会議所　

☎637-3131

専 門 相 談
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商工いきいき特別保証制度

ご
相
談

第一次対応第二次対応

再
生
の
可
能
性
あ
り

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
窓

口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

再
生
（
改
善
）計
画
の

策
定
支
援

●	

専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援

●	

計
画
に
基
づ
く
資
金
調
達
の
支
援

●	

計
画
の
進
捗
状
況
の
サ
ポ
ー
ト

（１）借入申し込み後に商工会議所の経営指導を受けていただきますので、書類（直近2期分の確定申告書、
決算書、銀行等の借入金明細書等）の提出が必要になりました。

（２）商工いきいき特別保証制度保証承諾後の保証債務残高が５、０００万円以内の方が保証対象となりま
した。

（３）保証期間が７年以内から10年以内に延長されました。

改正のポイント

中小企業再生支援協議会

	 	「債務超過などの財務上の問題はあるが、自助努力で再生
を図ろうとする中小企業」「厳しい経営状況だが、将来的に改
善の可能性のある中小企業」を各分野の専門家が支援します。
【専門家】中小企業診断士・弁護士・公認会計士・税理士・工
業技術アドバイザー等

早期着手 ・ 迅速再生 !!

栃木県中小企業再生支援協議会
（栃木県産業会館7Ｆ）

経営支援部　☎637- 3131

☎610- 4110問合せ

経営支援部　☎637- 3131 栃木県信用保証協会企画課　☎635- 2121問合せ

商
工
会
議
所
は
、頑
張
る
中
小
企
業
を

支
援
し
ま
す
！

視
察
研
修
会
の
参
加
者
募
集

地
域
力
連
携
拠
点

建
設
部
会
視
察
研
修

　

当
所
で
は
、
Ｉ
Ｔ
活
用
や
新
分
野

へ
の
進
出
な
ど
経
営
革
新
を
考
え
て

い
る
方
、
地
域
資
源
を
商
品
化
し
た

い
方
、
創
業
を
考
え
て
い
る
方
、
事

業
承
継
を
考
え
て
い
る
方
、
事
業
転

換
等
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
考
え
て
い
る

方
な
ど
か
ら
の
ご
相
談
を
、
窓
口
に

応
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
中
小
企

業
診
断
士
を
週
４
日
間
程
度
配
置
し

て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
必
要
に
応

じ
て
税
理
士
や
中
小
企
業
診
断
士
な

　

当
所
建
設
部
会（
部
会
長　

酒
井

淳
氏
）主
催
に
よ
る
視
察
研
修
を
左

記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

︻
日
時
︼平
成
21
年
12
月
16
日（
水
）

日
帰
り（
昼
食
付
）

午
前
８
時(

出
発)

～
午
後
６
時（
到

着
予
定
）

︻
場
所
︼①
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
建

設
現
場
視
察（
東
京
都
墨
田
区
）

②
江
戸
東
京
博
物
館
見
学（
東
京
都

墨
田
区
）

︻
費
用
︼

１
人		

５
、０
０
０
円

ど
の
専
門
家
を
無
料
で
派
遣
し
、
経

営
課
題
の
解
決
を
お
手
伝
い
し
て
い

ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
や
特
別
相
談
会
も
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

︻
定
員
︼40
人（
大
型
バ
ス
利
用
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

︻
申
込
方
法
︼

①
事
業
所
名
②
氏
名
③
連
絡
先（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）を
ご
記
入
の
上
、
地

域
振
興
部
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
８-

６
３
４-

８
６
９
４
）に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
の
書
式
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問合せ

地
域
振
興
部

☎
６
３
７-

３
１
３
１

問合せ

経
営
支
援
部

☎
６
３
７-

３
１
３
１

宇
都
宮
商
工
会
議
所　

地
域
力
連
携
拠
点
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.

chiikiryokurenkei.com

職
場
で
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
し
っ
か
り
と
！

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
１
Ｎ

１
）は
弱
毒
性
な
が
ら
、季
節
に
関
わ

ら
ず
感
染
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
最
新
の
情
報
を

収
集
す
る
と
と
も
に
、
健
康
維
持
に

ご
留
意
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

〔
流
行
前
の
対
策
〕

マ
ス
ク
な
ど
感
染
防
止
の
た
め
の
物

品
の
備
蓄
／
感
染
の
危
険
性
の
評

価
と
対
策
の
検
討
／
地
域
の
関
係

者
な
ど
と
の
協
議

〔
流
行
時
の
対
策
〕

最
新
の
正
し
い
情
報
の
収
集
／
接
触

の
機
会
の
低
減
／
健
康
管
理
の
強
化

／
通
勤
方
法
の
変
更
／
手
洗
い
の
徹

底
／
感
染
し
た
場
合
の
職
場
へ
の
連
絡

〔
備
蓄
品
の
事
例
〕

不
織
布
製
マ
ス
ク
（
サ
ー
ジ
カ
ル
マ

ス
ク
）、ゴ
ミ
袋
、消
毒
液
（
速
乾
性
消

毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
製
剤
）、石
鹸
、体
温

計
、常
備
薬
（
胃
腸
薬
、鎮
痛
剤
な
ど
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

◎
宇
都
宮
市
内
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
最
新
情
報（
宇
都
宮
市
）

http://w
w

w
.city.utsunom

iya.tochigi.jp/kenko/kansensho/012539.htm
l

◎
国
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
最
新
情
報（
厚
生
労
働
省
）

http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/index.htm

l

◎
中
小
企
業
向
け
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
情
報（
中
小
企
業
庁
）

http://w
w

w
.chusho.m

eti.go.jp/bcp/influenza/index.htm
l

新型インフルエンザとは？
　新型インフルエンザとは、新たに人から人に伝染する能力を
有することとなったウイルスを病原体とするインフルエンザで
あって、一般に国民が免疫を獲得していないことから、全国的
かつ急速なまん延により国民の生命および健康に重大な影響
を与えるおそれがあると認められるものをいいます。
　今般、メキシコや米国等で確認された新しい豚インフルエ
ンザ（H1N1）を感染症法第 6 条第 7 号に規定する新型インフ
ルエンザ等感染症に位置づけ、感染の拡大を防止する様々な
対応が国際的な連携のもとに始められています。（厚生労働省
ホームページより抜粋）

BCP（事業継続計画）がなぜ必要か？
　企業が自然災害や新型インフルエンザの大流行などの緊急
事態に遭遇した場合に、従業員の欠勤や取引先の休業、原材料
の不足などさまざまな影響が想定されます。
　このため中核となる事業の継続あるいは早期復旧を可能と
するために、平常時に行うべき活動や緊急時における事業継
続のための方法、手段などを取り決めておく必要があります。

（社）中小企業診断協会栃木県支部では、新型インフルエンザに対応した
ＢＣＰ策定のための基本マニュアルを作成しております。

　多くの会員事業所の皆さまにご利用いただいています「商工いきいき特別保証制度」の保証対象者と保証期間が、平成21年
11月１日から改正されました。保証対象者の制限や保証期間が１０年に延長されたほか、申し込み事業所への経営指導のため、
決算書・申告書等をご提出いただきます。

保証対象者と保証期間が改正されました
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総
務
部	

☎
6
3
7-

3
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問合せ

　

11
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等
振
替
日
は

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
準
備

11
月
24
日（
火
）

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
特
長
】

①
営
利
を
目
的
と
し
な
い
の
で
、掛
金

が
安
く
経
費
の
節
減
に
役
立
ち
ま
す
。

②
万
一
の
場
合
、直
ち
に
査
定
を
行

い
、簡
単
な
手
続
き
で
共
済
金
を
支

払
い
ま
す
。

③
剰
余
金
が
発
生
し
た
場
合
は
、利

用
分
量
配
当
金
な
ど
で
契
約
者
に

還
元
さ
れ
ま
す
。

④
質
権
設
定
が
で
き
ま
す
。

火
災
共
済

栃
木
県
火
災
共
済
協
同
組
合
の
火
災
共
済
が
、

中
小
企
業
者
を
力
強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

総務部（商工会議所）

集
団
扱
自
動
車
保
険
制
度

　

会
員
事
業
所
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
一
環
と
し
て
、「
集
団
扱
自
動
車
保

険
」を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。こ
の
制

度
は
、一
般
の
年
払
い
と
比
べ
て
、保
険

料
が
５
％
安
く
な
る
た
め
、多
く
の

会
員
事
業
所
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

︻
特
色
︼	

◎
対
象
車
両

会
員
事
業
所
の
社
有
車
、役
員
お
よ

び
従
業
員
の
マ
イ
カ
ー
。

◎
保
険
料
が
割
安

一
般
の
年
払
い
と
比
べ
、保
険
料
が

5
％
割
安
で
す
。ま
た
、月
払
で
も
分

割
割
増
な
し
。

◎
無
事
故
割
引
の
継
承

他
の
保
険
会
社
等
か
ら
切
替
え
て
も

無
事
故
割
引
が
継
承
で
き
ま
す
。

︻
取
り
扱
い
保
険
会
社
︼

○
富
士
火
災
海
上
保
険

☎
６
３
３-

５
２
３
０

○
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

☎
６
３
４-

０
１
１
１

○
あ
い
お
い
損
害
保
険

☎
６
３
５-

６
６
０
１

○
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

☎
６
0
0- 
7
1
2
1

保
険
料
が
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
！

総
務
部	
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問合せ

資料請求・問合せ
総務部			

☎637-3131

○あいおい損害保険　☎ 635-6601
○朝日火災海上保険　☎ 624-8581
○共栄火災海上保険  ☎ 616-1223
○現代海上火災保険
　　　　　　 ☎ 03-5511-6565
○セコム損害保険     ☎ 633-3254
○損害保険ジャパン   ☎ 627-8071
○大同火災海上保険
                ☎ 03-3295-1127
○東京海上日動火災保険
                        ☎ 600-7141
○ニッセイ同和損害保険
                         ☎ 622-5418
○日本興亜損害保険  ☎ 635-8171
○ニューインディア保険
                ☎ 03-3214-4712
○富士火災海上保険  ☎ 633-5230
○三井住友海上火災保険
                         ☎ 634-0111

引受保険会社（14 社・五十音順）	

個
人
情
報
漏
え
い
賠
償
責
任
保
険
制
度

団
体
割
引(

20
％)

に
加
え
、

情
報
管
理
体
制
な
ど
の
充
実
で
最
大
60
％
割
引
に
！

企
業
の
情
報
漏
え
い
リ
ス
ク
を
幅
広
く
カ
バ
ー
し
ま
す
！

　

会
員
企
業
の
万
が
一
の
個
人
情

報
漏
え
い
事
故
に
対
す
る
備
え
と

し
て
、
全
国
の
商
工
会
議
所
と
日

本
商
工
会
議
所
が
運
営
し
て
い
る

「
日
本
商
工
会
議
所　

個
人
情
報
漏

え
い
賠
償
責
任
保
険
制
度
」を
、
ぜ

ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

新
規
加
入
の
申
込
期
間
は
平
成
21

年
11
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で
。
保

険
期
間
は
平
成
22
年
３
月
１
日
か
ら

１
年
間
で
す
。（
こ
れ
以
外
の
申
し

込
み
は
中
途
加
入
扱
い
と
な
り
、
申

込
月
の
３
ヵ
月
後
の
月
の
１
日
か
ら

補
償
期
間
と
な
り
ま
す
）

　

保
険
料
の
見
積
り
や
加
入
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
各
引
受
保
険
会
社
の

募
集
代
理
店
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
商
工
会
議
所
で
配
布

し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ

の
ほ
か
、
日
本
商
工
会
議
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w

.jcci.

o
r.jp

/
s

a
n

g
y

o
/

ro
u

e
i-

h
o

ke
n

/

）を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
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問合せ

商
店
街
通
行
量
・
来
街
者
実
態
調
査

円
で
し
た
。

④
中
心
部
と
郊
外
に
お
け
る
買
物

理
由
の
比
較

　

中
心
部
で
多
く
買
物
す
る
人
で
は

「
品
揃
え
が
豊
富
」、「
公
共
交
通
の

便
が
良
い
」を
理
由
に
挙
げ
た
人
が

最
も
多
く
、
郊
外
で
多
く
買
物
す

る
人
で
は「
駐
車
場
が
便
利
」、「
交

通
ア
ク
セ
ス
が
良
い
」を
理
由
に
挙

げ
た
人
が
約
50
％
を
占
め
ま
し
た
。

⑤
中
心
部
商
店
・
商
店
街
に
対
す

る
要
望

　

各
年
代
と
も「
値
段
を
手
ご
ろ
に

　

本
年
７
月
26
日（
日
）、
27（
月
）に

実
施
し
た
商
店
街
通
行
量
実
態
調

査
お
よ
び
商
店
街
来
街
者
実
態
調

査
の
結
果
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

■
平
成
21
年
度「
商
店
街
通
行
量
実

態
調
査
」概
要

①
調
査
地
点
の
前
回
比
較
お
よ
び

通
行
量

　

今
回
調
査
に
お
け
る
２
日
間（
26

日（
日
）、
27
日（
月
））の
28
調
査
地

点
合
計
の
通
行
量
は
１
９
２
、４
８
１

人
で
、
前
回
の
19
年
に
比
べ
21
・
４
％

の
減
少
で
し
た
。
内
訳
は
26
日（
日
）が

９
７
、３
０
６
人
で
前
回
比
24
・
９
％

減
、
27
日（
月
）が
９
５
、１
７
５
人
で

前
回
比
17
・
５
％
減
で
し
た
。

②
調
査
地
点
別
通
行
量
上
位
５
位

に
つ
い
て

　

通
行
量
の
上
位
５
位
は
、
休
日
・

平
日
と
も
に
オ
リ
オ
ン
通
り
調
査

地
点
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
駅
東
西
自
由
通

路
で
し
た
。

③
増
加
率
上
位
地
点

　

休
日
に
最
も
増
加
率
が
高
か
っ
た

地
点
は
タ
テ
ノ
本
店
前
で
、
前
回
比

１
４
４
％
で
し
た
。
次
い
で
宇
都
宮

市
役
所
前（
前
回
比
１
１
３
％
）で

し
た
。
ま
た
、
平
日
に
最
も
増
加

率
が
高
か
っ
た
地
点
は
、
休
日
同

し
て
ほ
し
い
」、「
品
揃
え
を
豊
富
に

し
て
ほ
し
い
」が
高
い
割
合
を
示
し
、

約
45
％
を
占
め
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
報
告
書
に
つ
き
ま
し
て

は
、
11
月
下
旬（
予
定
）か
ら
当
所
窓

口
に
て
無
料
配
布
い
た
し
ま
す（
な
く

な
り
し
だ
い
配
布
終
了
と
な
り
ま
す
）。

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
商
売
や
ビ
ジ

ネ
ス
の
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

様
に
タ
テ
ノ
本
店
前（
前
回
比

１
６
０
％
）、
次
い
で
秀
月
堂
菓
子
店
前

（
前
回
比
１
１
８
％
）で
し
た
。

④
タ
イ
プ
別
調
査
結
果

　

休
日
で
は
全
体
の
約
50
％
が
複

数
人
数
で
行
動
を
し
て
い
ま
し
た

（
平
日
で
は
約
35
％
）。
ま
た
、
年

齢
層
に
つ
い
て
、
休
日
で
は
30
歳
代

以
下
が
全
体
の
67
％
を
占
め
、
平

日
で
は
30
歳
代
以
下
が
61
％
を
占

め
ま
し
た
。

■
平
成
21
年
度「
商
店
街
来
街
者
実

態
調
査
」概
要

①
来
街
範
囲
お
よ
び
目
的

　

最
も
多
い
の
は
市
内
か
ら
で
66
％
、

次
い
で
市
外
が
26
％
、
県
外
８
％
で

し
た
。
来
街
目
的
を
見
る
と
、
最
も

多
か
っ
た
の
が「
買
物
目
的
」で
48
％
、

次
い
で「
食
事
目
的
」が
15
％
で
し
た
。

②
利
用
交
通
機
関

　

来
街
者
が
最
も
利
用
す
る
交
通
機

関
は
、
44
％
が
公
共
交
通
機
関（
バ

ス
・
東
武
電
車
・
Ｊ
Ｒ
）で
あ
り
、

次
い
で
徒
歩
・
自
転
車
が
28
％
、
自

家
用
車
が
25
％
で
し
た
。

③
一
人
当
た
り
平
均
支
出
額

　

全
体
の
平
均
支
出
額
は
６
、１
０
０

円
で
し
た
。
内
訳
を
見
る
と
、
休
日

で
６
、９
０
０
円
、
平
日
で
５
、２
０
０

平
成
21
年
度「
商
店
街
通
行
量
・
来
街
者
実
態
調
査
」結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

「
金
融
相
談
日
」（
一
日
公
庫
）

　

当
所
で
は
中
小
企
業
の
経
営
を

支
援
す
る
た
め
、
㈱
日
本
政
策
金
融

公
庫（
国
民
生
活
事
業
）と
の
協
力
に

よ
り「
金
融
相
談
日
」（
一
日
公
庫
）

を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
に
必
要
書
類
を
ご
持
参
い
た

だ
け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
即
日
融
資

決
定
の
判
断
を
し
ま
す
の
で
、
事
業

資
金
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
調
達
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
事
前
に

ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
）

【
日
時
】11
月
26
日（
木
）午
前
10
時
〜

午
後
４
時（
受
付
午
後
３
時
ま
で
）

【
会
場
】商
工
会
議
所
会
議
室

【
相
談
員
】㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
宇

都
宮
支
店（
国
民
生
活
事
業
）　

融
資

担
当
者

【
内
容
】事
業
資
金
や
創
業
資
金
等
に

関
す
る
融
資
相
談

【
申
込
締
切
】11
月
19
日（
木
）

国
の
資
金
で
企
業
経
営
を
力
強
く
支
援
し
ま
す
！



会員情報局

◎ 栃木県立博物館 ☎634-1311
	 企画展「狩野派－400年の栄華」
　		11月23日（日）まで
　　約400年にわたって日本の画壇の中心であった狩野派の名品を
　　一挙公開（博物館ＨＰより）。　
					一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料
◎ 宇都宮美術館 ☎643-0100
　		コレクション展「〈写生〉のイマジネーション		杉浦非水の眼と手」
　　11月22日（日）〜2010年1月17日（日）
　			明治から昭和にかけて活躍した氏の回顧展。〈写生〉の精神に
　　注目しつつ多彩なデザイン活動の変遷を見る。（ＨＰより）		
　		一般＝700円／大高生500円／小中学生300円
◎ 栃木県立美術館	☎621-3556
	 企画展「日本画創造の苦悩と歓喜－大正期、再興院展の輝き」
　	 11月1日（日）〜12月13日（日）
　		1914（大正3）年、横山大観らによって再興された日本美術院。
　　写実と装飾、古典美と現代風俗、理想の楽園と現実社会など
　　相反する志向の中で芸術創造活動を展開した。（ＨＰより）
　　一般＝1000円／大高生500円／中学生以下無料

1617 November  2009

「天地人」 広告の申し込み・問合せは
有限会社  レザール広告事務所

☎600-3047 5600-3048
有限会社  栃木広告社

☎639-1115 5639-1116

がんばる経営を
お手伝いします

−会員入会ご希望の方をご紹介ください−
宇都宮商工会議所　連絡先：総務部

☎ 637-3131 5634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あて電話でご連
　絡ください。
　申込書をFAXで送信いたします。

　

総
務
部

　
☎	

6
3
7-

3
1
3
1

	

6
3
4-

8
6
9
4

商工会議所入口でＰＲ

七
十
の
明
日
を
描
く
青
写
真

宇
宙
ツ
ア
ー
月
も
火
星
も
視
野
に
あ
り

そ
し
て
秋
愛
に
傾
く
弥
次
郎
兵
衛

〈
評
〉
白
寿
へ
続
く
夢
の
数
か
ず
。

〈
評
〉
ガ
イ
ド
に
選
ぶ
若
田
光
一
。

〈
評
〉
心
変
り
は
人
の
世
の
常
。

福
耳
の
ま
ま
で
続
け
る
ホ
ー
ム
レ
ス

一
番
が
転
び
一
番
僕
の
も
の

彼
岸
花
仏
の
道
へ
咲
き
揃
う

中
流
を
生
き
る
足
腰
落
着
か
ず

演
出
で
な
い
ホ
ス
テ
ス
の
泣
き
ぼ
く
ろ

ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
に
財
布
を
量
ら
れ
る

里
帰
り
し
た
子
の
髭
を
眩
し
が
る

生
田
目
昭
夫

柳
岡　

睦
子

笹
沼　

秀
臣

伊
東　
　

一

鈴
木
芙
美
子

寺
方　

松
子

大
塚　

栄
子　

毛
塚　

ヒ
ロ

宇
賀
神
規
子

福
田　
　

弘
（
無
職
）

（
自
営
業
）

（
自
営
業
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）
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回
荒
井 

宗
明
選

問合せ

■
投
稿
先

 

宇
都
宮
商
工
会
議
所

 

会
報
「
天
地
人
」

 

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

婦人服小売帽子
製造卸販売 代表	赤上	礼子  さん

　

抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
に
よ
る
脱
毛
で

悩
む
方
の
院
内
用
、室
内・外
出
用
と
し

て
着
用
い
た
だ
け
る
、お
し
ゃ
れ
な
帽

子
を
販
売
し
て
い
ま
す
。（
現
在
、病
院

に
も
納
め
て
い
ま
す
）

　

帽
子
に
膨
ら
み
を
も
た
せ
て
髪
が
あ

る
よ
う
に
見
せ
、う
な
じ
や
も
み
あ
げ

も
隠
れ
る
よ
う
頭
全
体
を
す
っ
ぽ
り
覆

う
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。伸
縮
性

の
あ
る
素
材
な
の
で
、フ
ィ
ッ
ト
感
が
あ

り
、一
日
中
被
っ
て
い
て
も
快
適
に
過

ご
せ
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン・色・柄
、多
種
揃
え
て
お
り

ま
す
の
で
、お
好
み
に
応
じ
て
ご
注
文

い
た
だ
け
ま
す
。（
素
材
は
綿
１
０
０
％

ま
た
は
綿
95
％
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
５
％
）

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。

〈 問合せ〉　総務部 ☎６３７-３１３１

ブティック	アール

A
～
G
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉日
航
再
建
を
め
ぐ
っ
て
、こ
れ
の
投
入
を
ど
う
す
る
か
が
問
題

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

1.
2.
3.
4.
5.
6.
8.

11.
13.
14.
17.
19.
21.
22.
23.

1.
4.
7.
9.

10.
11.
12.
15.
16.
18.
20.
22.
24.
25.
26.

七五三の祝いで子どもたちが手に持っているものは？
漢字で「掏摸」と書く良からぬ仕事

「技術革新」や「新機軸」などと訳される外来語
菅原道真が詠んだ「○○吹かば匂いおこせよ梅花……」

「オポチュニズム」を訳すと「○○○○主義」また「日和見主義」とも
話題の映画「カムイ外伝」の原作者○○○三平
山形、福島、新潟にまたがる飯豊山地。「飯豊」の読み方は？

「よく頑張ったけれど、そろそろ○○○○だ。撤退するぞ」などと
江戸時代、徳川吉宗がこの地に療養所を作った。今は植物園に
日本文化を分析究明した九鬼間造の名著「○○の構造」
今や日常風景？　役人や会社幹部が不祥事で○○○○する姿
お腹が膨れたり、寝不足だったりで、つい○○○寝をしてしまう。
新政権になり、不必要な事業や補助金が執行○○○に

「15歳の手紙」「SEASON」で人気の歌手。アンジェラ・○○
賞状授与などの際、よく聞かれる「○○同文」

「ダム」に代わる新たな○○○対策をどう考えていくべきか
秋も深まり、そろそろこれの吹く季節に……
縁起物の「熊手」が並ぶ東京鷲神社の行事

「おめおめとどの○○下げてここへ来られたのか」などと
70年代のアメリカのアイドルロックグループ「○○シティローラーズ」

「無視する」を若者コトバで言うと「○○○する」
やはりタンゴにはバンドネオン、シャンソンにはこれが似合う
初対面の人に渡すもの
幕末には桂小五郎、明治には○○孝充

「そんな突然言われても、返事の○○○がないよ」
とっさの事態にも、○○○を利かして何とか対処できた
温帯と寒帯の中間の地帯。日本では北海道あたり
今や地方病院での○○不足が深刻

「今わの○○で九死に一生を拾った」などと
そんな○○○○○な言い方じゃ、相手の反感を買うだけだよ

●ヨコのカギ

●タテのカギ

応募先 〒 320−0806 宇都宮市中央 3-1-4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用いたしません。

先
月
号
の
答
え : 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
11
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

副
題
は
「
現
代
景
観
論
」。
ま
ち
づ
く

り
論
議
に
欠
か
せ
な
い
「
景
観
」
に
つ
い

て
の
本
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
ユ
ニ
ー
ク

な
視
点
の
著
書
を
数
多
く
出
版
し
て
い
る

著
者
は
、
こ
こ
で
も
私
た
ち
に
、
ま
ず
〈
美

し
い
景
観
〉
と
〈
醜
い
景
観
〉
の
概
念
に

つ
い
て
「
本
当
に
そ
う
な
の
か
？
」
と
い

う
疑
問
を
つ
き
つ
け
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、

口
当
た
り
の
よ
い
「
美
し
い
ま
ち
な
み
」

を
否
定
し
、
新
し
い
価
値
観
の
創
造
を
う

な
が
し
ま
す
。
本
書
中
に
明
確
な
表
現
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、「
多
様
性
」
や
「
庶
民
性
」

な
ど
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

本
書
の
中
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
よ
い

も
の
」
が
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

電
線
地
中
化
、
河
川
整
備
、
都
市
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
な
ど
、
通
常
は
「
よ
い
」
と
さ
れ

る
も
の
に
、
片
端
か
ら
ダ
メ
出
し
を
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
考
証
は
都
市
論
、
景
観

論
か
ら
文
明
論
に
ま
で
広
が
り
を
見
せ
は

じ
め
ま
す
。
従
来
の
「
景
観
本
」
に
飽
き

足
り
な
い
人
に
お
勧
め
で
す
。

『
美
し
い
都
市
・
醜
い
都
市
』

　
　
五
十
嵐
太
郎［
著
］

中
公
新
書
ラ
ク
レ

７
６
０
円
＋
税

〈所在地〉
〒320-0806　宇都宮市中央５-８-８  ☎5633-5551

ホームページアドレス　http://btq-r.rgr.jp/

　

う
つ
病
の
症
状
が
改
善
し

て
も
、
継
続
的
な
就
業
能
力

は
十
分
に
は
回
復
し
て
い
な

い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

代
表
的
な
方
法
に
は「
う
つ

病
の
デ
イ
ケ
ア
」や
、
障
害
者

職
業
セ
ン
タ
ー
の「
う
つ
病
の

リ
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
あ

り
ま
す
。
多
く
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
作
業
や
認
知
行
動
療
法

理
論
の
学
習
、
ホ
ー
ム
ワ
ー

ク
、
う
つ
病
の
心
理
教
育
、

グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
場
復
帰
後
、
当

分
の
間
は
う
つ
病
の
再
発
を

防
ぐ
配
慮
が
重
要
で
す
。
少

な
く
と
も
、
定
期
的
な
受

診
と
服
薬
の
継
続
に
協
力
し
、

残
業
と
休
日
出
勤
を
避
け
ま

し
ょ
う
。
こ
の
た
め
に
は
上
司

や
同
僚
の
十
分
な
理
解
が
不

可
欠
で
す
が
、
本
人
が
う
つ

病
か
ら
回
復
し
た
こ
と
を
他

の
職
員
に
ど
の
よ
う
に
説
明

す
べ
き
か
は
非
常
に
難
し
い

問
題
で
、
今
後
、
多
く
の
検

討
が
必
要
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
⑫

う
つ
病
の

      

職
場
復
帰

〈2〉

栃
木
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
8-

6
7
3-

8
7
8
5

ファッション帽子
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十
一
月
十
七
日（
火
）　

二
宮
神
社
例
大
祭（
日
光
市
今
市
）

　

二
宮
尊
徳
の
命
日
に
行
わ
れ
る
。
全
国
か

ら
崇
敬
者
が
集
い
、
尊
徳
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
。

十
一
月
十
九
日（
木
）
～
二
十
日（
金
）　

西
宮
神
社
恵
比
須
講（
佐
野
市
）

　

商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
を
祈
願
し
て
お
宝

市
が
行
わ
れ
る
。
露
店
が
立
ち
並
び
、
夜
遅

く
ま
で
賑
わ
う
。
同
日
、
足
利
市
の
西
宮
神

社
で
も
恵
比
須
講
が
開
催
さ
れ
る
。

十
一
月
二
十
三
日（
金
）
～
二
十
四
日（
土
）　

羽
黒
山
神
社
梵
天
祭
り（
宇
都
宮
市
）

十
一
月
二
十
三
日（
金
）　

嶽
山
箒
根
神
社
大
祭（
那
須
塩
原
市
塩
原
）

　
「
お
た
け
さ
ん
」と
呼
ば
れ
る
嶽
山
箒
根
神

社
で
は
、
こ
の
日
勇
壮
な
梵
天
上
げ
が
行
わ

れ
る
。
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
梵
天
を
、
三
十

人
ほ
ど
の
若
衆
が
参
道
に
叩
き
つ
け
な
が
ら

練
り
歩
く
様
は
圧
巻
。
掛
け
声
と
と
も
に
も

う
も
う
と
土
煙
が
あ
が
り
静
寂
な
境
内
を
わ

な
わ
な
と
揺
る
が
す
。
子
ど
も
が
担
ぐ
梵
天

も
奉
納
さ
れ
る
。

十
一
月
二
十
一
日（
土
）　

鷲
子
山
の
夜
祭
り（
那
珂
川
町
馬
頭
）

十
一
月
二
十
五
日（
水
）　

生
岡
神
社
子
供
強
飯
式（
日
光
市
日
光
）

　

無
病
息
災
と
豊
作
を
願
う
神
事
。
裃
姿
の

子
ど
も
た
ち
に
大
盛
飯
を
強
い
る
。

十
二
月
三
日（
水
）　

野
木
神
社
の
提
灯
み
も（
野
木
町
）

も
っ
て
活
動
が
許
さ
れ
た
。
八
六
年
十
一

月
、
博
愛
病
院
を
設
立
。
八
七（
明
治

十
九
）年
五
月
に
は
、
政
府
が
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
条
約
加
入
を
機
に
赤
十
字
国
際
委

員
会
よ
り
承
認
さ
れ
、
名
称
を
日
本
赤

十
字
社
と
改
め
今
日
に
至
る
。
八
八
年

七
月
に
は
、
福
島
県
磐
梯
山
噴
火
に
際

し
、
初
め
て
の
災
害
救
護
に
出
動
し
た
。

（『
日
本
赤
十
字
社
創
立
1
3
0
周
年

記
念
誌
』日
本
赤
十
字
社
）

　

栃
木
県
に
お
い
て
も
、
近
衛
師
団

大
演
習
に
際
し
救
護
演
習
を
実
施
し

た
ほ
か
、
一
八
九
九（
明
治
三
十
二
）

年
十
月
に
発
生
し
た
那
須
郡
野
崎

村
日
本
鉄
道
箒
川
鉄
橋
列
車
転
覆

事
故
に
臨
時
救
護
班
を
編
成
し
、
支

部
最
初
の
救
護
活
動
を
行
っ
た
。
そ

の
人
道
的
な
活
動
は
多
く
の
県
民
の

理
解
を
獲
得
。
支
部
社
員
は
増
大
し

一
九
○
九（
明
治
四
十
二
）年
一
月
に
は

二
万
六
千
八
百
十
人
を
数
え
た
。

日本赤十字社
栃木県支部

第47回

　

日
本
赤
十
字
社
栃
木
県
支
部
の
前

身
、
同
社
栃
木
県
委
員
部
が
創
設
さ

れ
た
の
は
一
八
八
一（
明
治
二
十
一
）年
一
月

十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
委
員
長
に
県

知
事
樺
山
資
雄
、
副
長
に
川
井
鱗
三
が

就
任
。事
務
所
は
県
庁
内
に
置
か
れ
た
。

当
時
、
正
社
員
十
五
人
、
賛
助
社
員

一
人
の
計
十
六
人
と
い
う
さ
さ
や
か
な

出
発
だ
っ
た
。
歳
入
金
は
百
五
十
七
円

九
十
銭
四
厘
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

県
委
員
部
が
栃
木
県
支
部
と
改

称
し
た
の
が
一
八
九
六（
明
治
二
十
九
）

年
七
月
。
支
部
長
に
県
知
事
佐
藤

暢
が
就
任
し
た
。
わ
ず
か
十
六
人

の
発
足
か
ら
八
年
に
し
て
、
社
員
数

七
千
二
百
九
人（
特
別
社
員
一
人
、

終
身
正
社
員
二
百
五
十
八
人
、
正

社
員
六
千
九
百
四
十
三
人
、
賛

助
会
員
七
名
）を
誇
る
救
護
団
体

へ
と
発
展
を
遂
げ
た
。
歳
入
金
も

一
万
七
千
九
百
二
十
六
円
十
九
銭
七
厘

と
増
大
。
広
く
戦
時
救
護
を
は
じ
め
、

事
故
、
天
災
に
よ
る
傷
病
者
の
救
護
に

あ
た
っ
た
。（『
赤
十
字
栃
木
百
年
の
あ

ゆ
み（
年
表
）』日
本
赤
十
字
社
栃
木
県

支
部
編
）

　

日
本
赤
十
字
社
は
一
八
七
七（
明
治

十
）年
に
創
立
し
た
博
愛
社
が
源
流
。

同
社
は
、
同
年
二
月
に
起
こ
っ
た
西
南

戦
争
の
際
、
元
老
院
議
官
を
つ
と
め
て

い
た
佐
野
常
民
、
大
給
恒
が
、
政
府

軍
と
薩
摩
軍
と
の
激
し
い
戦
闘
に
よ
り

負
傷
し
た
多
数
の
将
兵
を
目
の
当
た
り

に
し
、
敵
味
方
の
区
別
無
く
救
護
す

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
赤
十
字
を
規
範
と
し

た
救
護
団
体
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
た

の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
当

初
は
博
愛
社
規
則
に
定
め
た「
敵
人

ノ
傷
者
ト
雖
モ
救
ヒ
得
ヘ
キ
者
ハ
之

ヲ
収
ム
ヘ
シ
」と
い
う「
敵
味
方
の

区
別
な
く
」と
い
う
考
え
が
政
府

に
理
解
さ
れ
ず
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
二
人
は
拡
大
す
る
戦
火
を

看
過
で
き
ず
、
征
討
総
督
有
栖

川
宮
熾
仁
親
王
に
直
接
、
博
愛

社
設
立
趣
意
書
を
願
い
出
て
、

同
年
五
月
、
親
王
の
英
断
を

総裁閑院宮殿下、篤志看護婦人会
総裁閑院宮妃殿下が写る記念絵葉書

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 200911月〜12月 霜月─師走

1912（明治45）年に新築された県庁内の
支部事務所。記念印が銀箔押しされている
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CSR
輝く会社

でCSR
輝く会社

で

宇都宮営業部

代表取締役　池田昌可氏。店舗前のスペースには、オ
リジナルのウェルカムウォールをはじめ、コンサバトリー
などが展示されています。

清住通りに面した現在の店舗。

昭和初期、浴剤「草津温泉の精」を
売り出した時の写真。中央に同店の２
代目、３代目が並び、左端にはチンド
ン屋一行が写っています。
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創
業
以
来
約
１
５
０
年
、
㈱
池
田
竹

店
は
創
業
地
で
あ
る
泉
町
で
５
代
に
わ

た
っ
て
事
業
を
継
承
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
店
舗
兼
住
居
は
、
昭
和
初
期
の

建
築
。
部
分
的
に
修
繕
を
施
し
な
が
ら

も
、
そ
の
佇
ま
い
は
建
築
時
の
風
格
を

留
め
て
い
ま
す
。

　

磨
き
込
ま
れ
た
太
い
柱
や
見
事
な
建

具
が
残
る
社
屋
と
対
象
を
な
す
の
は
、

通
り
を
は
さ
ん
だ
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
建

つ
ガ
ラ
ス
張
り
の
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
「
コ

ン
サ
バ
ト
リ
ー
」。
現
社
長
・
池
田
昌
可

さ
ん
の
代
に
な
っ
て
か
ら
進
出
し
た
外

構
工
事
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
部
門
で
売
り

出
し
中
の
商
品
で
す
。

　
「
コ
ン
サ
バ
ト
リ
ー
は
、
当
社
の
フ

ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
的
な
商
品
。
社
名
は
竹

店
で
も
、
こ
ん
な
洋
風
の
提
案
も
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
お
客
さ
ま
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
に
建
て
ま
し
た
。
こ
れ
が

で
き
る
の
な
ら
、
も
っ
と
違
っ
た
仕
事

も
で
き
る
だ
ろ
う
と
、
お
客
さ
ま
に
当

社
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て
い
た
だ
く
の

が
目
的
で
す
」
と
池
田
社
長
。
確
か
に
、

風
情
あ
る
通
り
に
建
つ
コ
ン
サ
バ
ト

リ
ー
は
一
際
目
立
つ
存
在
。
外
国
映
画

に
出
て
く
る
よ
う
な
コ
ン
サ
バ
ト
リ
ー

が
同
社
の
商
品
と
知
っ
て
、
そ
の
洋
と

和
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
驚
く
お
客
さ
ま
も
多

い
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
同
社
は
現
在
、
同
じ
展
示
ス

ペ
ー
ス
に
並
ぶ
ウ
ェ
ル
カ
ム
ウ
ォ
ー
ル

の
開
発
・
販
売
に

も
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
外
構
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
ウ
ェ
ル
カ

ム
ウ
ォ
ー
ル
は
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
が
一
般

的
で
、
製
作
に
は
費

用
と
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
そ
こ
で
池
田

社
長
は
、
安
価
で
簡

単
に
設
置
可
能
な
汎

用
性
の
高
い
ウ
ォ
ー
ル
の
開
発
に
着
手

し
ま
し
た
。
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
ウ
ォ
ー
ル
に
灯
り
窓
を
組

み
込
ん
だ
り
、
微
妙
な
曲
線
に
こ
だ
わ
っ

た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
輸
入
材
や
人
工
竹
の
普
及
に
よ
り
竹

の
国
内
需
要
が
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
い

る
中
、
竹
の
み
に
こ
だ
わ
っ
て
い
て
は

生
き
残
れ
ま
せ
ん
。
老
舗
は
過
去
の
商

品
や
経
営
ス
タ
イ
ル
に
固
執
し
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
足
元
を
見
な
が
ら
、

新
し
い
こ
と
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
事
業
の
目
的
は

継
承
で
は
な
く
、
利
益
を
上
げ
て
社
員

が
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
の
で
す

か
ら
。
元
々
う
ち
に
は
代
々
伝
わ
る
家

訓
や
経
営
理
念
は
な
い
ん
で
す
よ
」。
そ

う
言
っ
て
笑
う
池
田
社
長
で
す
が
、
先

代
が
拓
い
た
道
を
た
だ
踏
襲
す
る
の
で

は
な
く
、
自
由
な
発
想
で
新
た
な
事
業

に
向
か
う
そ
の
姿
勢
に
こ
そ
、
池
田
竹

店
に
伝
わ
る
『
商
い
の
秘
訣
』
が
隠
れ

て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
証
拠
に
…
昭
和
初
期
に
撮
ら
れ

た
と
い
う
写
真
に
は
、
２
代
目
と
３
代

目
を
中
心
に
屋
号
を
染
め
抜
い
た
半
纏

を
ま
と
っ
た
従
業
員
た
ち
が
ズ
ラ
リ
と

並
び
、
そ
の
後
ろ
に
は
社
屋
の
２
階
ま

で
届
く
大
き
な
の
ぼ
り
が
写
っ
て
い
ま

す
。「
浴
剤
界
の
大
革
命
・
草
津
温
泉
の

精
」
の
文
字
が
示
す
と
お
り
、
当
時
池

田
竹
店
が
売
り
出
し
た
の
は
、
竹
と
は

ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
入
浴
剤
で
し
た
。

写
真
か
ら
、
チ
ン
ド
ン
屋
を
使
い
大
々

的
に
広
告
宣
伝
し
た
様
子
も
見
て
取
れ

ま
す
。
宮
の
人
々
は
大
い
に
驚
き
、
興

味
を
惹
か
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

自
分
が
い
い
と
思
う
も
の
、
時
代
を

読
ん
で
話
題
性
が
あ
る
も
の
を
、
過
去

に
と
ら
わ
れ
ず
商
っ
て
い
く
。
そ
の
自

由
度
の
高
さ
は
、
代
々
継
が
れ
て
き
た

池
田
竹
店
の
個
性
。
こ
れ
か
ら
、
ど
ん

な
驚
き
と
楽
し
さ
を
提
案
し
て
く
れ
る

の
か
が
楽
し
み
で
す
。

　

戊
辰
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
と
二
度
の
戦
火
を
免
れ
た
清
住
通
り
周
辺
に
は
、

今
も
木
造
の
日
本
家
屋
や
大
谷
石
の
蔵
な
ど
が
残
り
、
日
光
街
道
沿
い
の
商
業
地

と
し
て
栄
え
た
往
時
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
㈱
池
田
竹
店
の
創

業
は
１
８
５
8
年
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
、
そ
し
て
平
成
と
時
を
経
て
清
住
通

り
沿
い
で
商
い
を
続
け
て
き
た
老
舗
で
す
。

過
去
に
固
執
せ
ず
足
元
を
見
て
、未
来
へ
と
前
進

株
式
会
社  

池
田
竹
店    

1
8
5
8
年
創
業

※このコーナーは隔月で
掲載します。

株式会社
池田竹店

〈本店〉
宇都宮市泉町 8-27

1028-622-3834
〈URL〉  

http://take-10.ftw.jp

は
金
利
を
下
げ
る
な
ど
の
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
振
り
込
め
詐

欺
対
策
も
、
重
要
な
貢
献
で
す
ね
」

　

業
務
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
も
含
め
る

と
、
紙
面
が
何
倍
あ
っ
て
も
足
り
ま

せ
ん
。

　

伏
木
昌
人
理
事
長
の
唱
え
る
「
お

も
て
な
し
の
心
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

地
域
貢
献
に
取
り
組
む
〈
と
ち
し

ん
〉。
可
能
な
こ
と
か
ら
ど
ん
ど
ん
や
っ

て
い
く
姿
勢
を
、
参
考
に
し
た
い
も
の

で
す
。

融
機
関
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ—

や

さ
し
い
よ
う
で
、
難
し
い

テ
ー
マ
で
す
。
極
論
す
る
な
ら
、
金

融
機
関
の
業
務
自
体
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
そ
の
も
の
と
さ
え
解
釈
で
き
る
か

ら
で
す
。

　
〈
と
ち
し
ん
〉
の
名
で
親
し
ま
れ

て
い
る
栃
木
信
用
金
庫
の
生
出
栄
常

務
理
事
は
、
同
金
庫
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
つ
い

て
「
経
営
理
念
の
第
一
番
目
に
『
地

域
の
皆
様
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に

し　

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
ま

す
』
と
謳
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
倫
理

綱
領
で
も
『
地
域
の
最
良
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
社
会
的
役
割
を
自
覚
し

行
動
し
ま
す
』
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。

は
、環
境
省
の「
ク
ー
ル
ア
ー
ス・デ
ー
」

に
も
参
加
し
、
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
や
Ｃ
Ｏ

２
削
減
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
地
元
自
治
会
の
要
請

を
受
け
、
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
地
域
の

安
全
安
心
へ
の
貢
献
も
重
要
な
Ｃ
Ｓ

Ｒ
。
他
の
部
分
で
削
減
に
貢
献
す
る

べ
く
、
努
力
し
て
い
ま
す
」

　

高
齢
社
会
を
迎
え
て
、
心
疾
患

死
亡
者
へ
の
対
応
が
社
会
問
題
と
な

り
つつ
あ
り
ま
す
。〈
と
ち
し
ん
〉
で

は
、
平
成
19
年
よ
り
全
店
舗
ロ
ビ
ー

の
わ
か
り
や
す
い
場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）を
設
置
し
、

万
が
一 の
場
合
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
賛
・
協
力
な
ど
は

各
支
店
単
位
で
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
し
、
大
き
な
も
の
で
は
栃

木
Ｓ
Ｃ
へ
の
協
賛
活
動
も
続
け
て
い
ま

す
。
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
な
ら
、
栃
木
県

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
バ
ナ
ー
を
ご

ら
ん
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
？

　
「
業
務
を
通
じ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
し
て
、

エ
コ
カ
ー
や
エ
コ
住
宅
の
購
入
の
場
合

私
ど
も
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
取
り
組
む
こ
と

は
、
企
業
と
し
て
の
社
会
へ
の
約
束

で
も
あ
る
の
で
す
」
と
、
ま
ず
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

　
〈
と
ち
し
ん
〉
が
近
年
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
な
ど
の
環
境
問
題
へ
の
対
応
で

す
。
宇
都
宮
市
の
ま
ち
な
み
景
観

賞
を
受
賞
し
た
桜
通
り
支
店
や
、

同
じ
く
宇
都
宮
市
の
雀
宮
支
店
な

ど
の
店
舗
に
は
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
導

入
。
ま
た
全
フ
ロ
ア
28
度
の
ク
ー
ル

ビ
ズ
（
夏
季
）
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
日
常
の
業
務
に
お

け
る
電
気
や
ガ
ソ
リ
ン
の
無
駄
遣
い

の
削
減
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

「 おもてなしの心」で、
  さまざまな地域支援活動を     
　行っています

CSR 活動に取り組む企業を紹介する本コーナー。
信用金庫は地域の中小企業を支援する良きパートナー。今回は、
地に足のついた CSR 活動を展開する栃木信用金庫をご紹介します。

栃木信用金庫第5回

栃木信用金庫
伏木  昌人 理事長

栃木信用金庫
理事長　伏木 昌人
◎設立 昭和 3 年 6 月 15 日

〈本店〉　
〒 328-0015　栃木市万町９番 28 号
☎ 0282-23-7111

〈宇都宮営業部〉　
〒 320-0806　宇都宮市中央１丁目９番 4 号
☎ 028-633-2111
営業時間　午前 9 時〜午後 3 時（店舗）
定休日　土・日曜日、祝日、年末年始

http://www.shinkin.co.jp/tochigi

[ 写真／上 ] ソーラー発電導入でエコに貢献　　[ 写真／下 ] 全店舗ロビーに備えたＡＥＤ
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宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業
集
積
推
進
会

議
で
は
、
切
削
・
研
削
・
穿
孔
・
洗
浄
・
研

磨
等
で
、
加
工
工
程
の
短
縮
や
精
度
の
向

上
な
ど
に
有
効
な
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る「
超
音
波
振
動
加
工
技
術
」を
、
地

域
企
業
へ
の
普
及
を
図
る
た
め
、「
最
新
の

技
術
動
向
」や「
地
域
企
業
に
お
け
る
具
体

的
導
入
事
例
」を
紹
介
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

　

技
術
の
高
度
化
や
コ
ス
ト
削
減
な
ど
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
発
見
の
場
と

し
て
、
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

︻
日
時
︼平
成
21
年
11
月
24
日（
火
）

午
後
1
時
30
分
～
6
時
30
分

︻
会
場
︼帝
京
大
学
宇
都
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

（
1
号
館
4
階
4
0
8
教
室
）

︻
対
象
︼企
業
関
係
者
、
一
般
、
大
学
等
教

職
員
、
学
生

︻
定
員
︼
1
0
0
人（
事
前
申
込
制
）

︻
内
容
︼講
演
／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

／
懇
親
会

︻
参
加
費
︼無
料（
た
だ
し
懇
親
会
参
加
者

は
2
、
0
0
0
円
）

超
音
波
振
動
加
工
技
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n

宇
都
宮
を
開
催
し
ま
す
！

問合せ

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業

集
積
推
進
会
議
事
務
局

（
宇
都
宮
市
産
業
政
策
課
内
）

☎
6
3
2-

2
4
4
3

題字：藤井　清	　名誉会頭	揮毫
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　今月号の特集１では、宇都宮アンテナショッ
プ「宮カフェ」を掲載しました。
　11月7日（土）にオープンした同店は、宇都
宮から市民や全国に向けての情報発信拠点とし
て、地場産野菜や果物・加工品、名産品や伝統工芸品など宇都
宮に関する各種商品の販売。また地場産食材を使用した料
理やカクテル・ジャズなどが楽しめるイタリアンレストラン
もありますので「見て・買って・食べて」楽しいお店となって
います。ぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか。

宇
都
宮
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

よ
く
あ
る
税
の
質
問
に
お
答
え
す
る
手
段

と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す「
タ
ッ

ク
ス
ア
ン
サ
ー
」の
う
ち
、「
電
話
音
声
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
」サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
21
年
11
月
30

日
を
も
ち
ま
し
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
携
帯
電
話
サ

イ
ト
を
含
む
）」の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
は
、

引
き
続
き
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
願
い
ま
す
。

　
（
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://nta.

go.jp/

か
ら
の
ご
利
用
が
便
利
で
す
）

　

ま
た
、
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相
談
は
、

お
近
く
の
税
務
署
に
お
電
話
い
た
だ
き
、
音

声
案
内
に
従
い「
１
番
」を
選
択
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
国
税
局
の「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
「
電
話
音
声
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
」

サ
ー
ビ
ス
終
了
の
お
知
ら
せ

　

青
色
申
告
等
決
算
説
明
会
を
、
栃
木
県

産
業
会
館
２
階
大
会
議
室
に
て
、
左
記
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
12
月
4
日（
金
）

◎
午
前
10
時
～
12
時　

　

青
色
申
告
決
算
説
明
会（
営
業
等
）

◎
午
後
2
時
～
4
時　

　

青
色
申
告
決
算
説
明
会（
不
動
産
）

■
12
月
7
日（
月
）

◎
午
前
10
時
～
12
時　

青
色
申
告
等
決
算
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

青
色
申
告
決
算
説
明
会（
不
動
産
）

◎
午
後
2
時
～
4
時　
　

　

青
色
申
告
決
算
説
明
会（
営
業
等
）

■
12
月
8
日（
火
）

◎
午
前
10
時
～
12
時　

　

青
色
申
告
決
算
説
明
会（
営
業
等
）

問合せ

宇
都
宮
税
務
署

個
人
課
税
第
１
部
門

☎
6
2
1-

2
0
9
2

問合せ

宇
都
宮
税
務
署

☎
6
2
1-

2
1
5
1

　

左
記
の
日
程
で
、
平
成
21
年
分
年
末
調
整

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
11
月
19
日（
木
）

　

宇
都
宮
市
河
内
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

午
前
10
時
30
分
～
12
時
30
分
、
午
後
2
時
～
4
時

■
11
月
27
日（
金
）

　

宇
都
宮
市
文
化
会
館

　

午
前
10
時
30
分
～
12
時
30
分
、
午
後
2
時
～
4
時

※「
年
末
調
整
の
し
か
た
」と「
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出

の
手
引
」を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
年
末
調
整
関
係
書
類
の
配
布
枚
数
は
、一	

定
枚
数
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
不
足
が
あ
る
場
合
に
は
説
明
会

会
場
お
よ
び
税
務
署
の
窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
分
年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

問合せ

宇
都
宮
税
務
署

法
人
課
税
第
２
部
門

☎
6
2
1-

2
1
5
4

       ｢うつのみやマップ｣では、
バナーおよびテキスト広告 ・ 企業情報 ・新着情報を募集中！

　

当
所
・
下
野
新
聞
社
・
第
一
測
工
㈱

の
３
者
共
同
運
営
に
よ
る
、地
域
情
報

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト｢

う
つ
の
み
や
マ
ッ

プ｣

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
イ
ト
は
、
地
図
を
ベ
ー
ス

に
行
政
関
連
情
報
・
暮
ら
し
情
報
・

民
間
企
業
情
報
な
ど
幅
広
い
分
野
の

情
報
を
提
供
し
、
ま
た
、
地
域
の
最

新
ニ
ュ
ー
ス
や
季
節
・
テ
ー
マ
ご
と

の
特
集
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
活
用
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
、①
バ
ナ
ー
お
よ
び
テ

キ
ス
ト
広
告
（
有
料
）②
企
業
情
報

（
無
料
）③
新
着
情
報
（
無
料
）を

募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
企
業
や

店
舗
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
と
し
て
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

①
バ
ナ
ー
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
広
告

（
有
料
）

宇
都
宮
を
中
心
に
活
動
さ
れ
る
広
告

主
様
に
と
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

可
能
で
す
。

②
企
業
情
報
（
無
料
）

企
業
名
・
店
名
、
ジ
ャ
ン
ル
、
住
所
、

電
話
番
号
、
営
業
時
間
、
定
休
日
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
、
地
図

情
報
（
会
員
特
典
）、
企
業
Ｐ
Ｒ
文

（
1
0
0
字
以
内
）の
基
本
情
報

を
掲
載
し
ま
す
。

③
新
着
情
報
（
無
料
）

企
業
に
お
け
る「
イ
ベ
ン
ト
」「
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」「
オ
ー
プ
ン
情
報
」な
ど

の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
掲
載
し

ま
す
。（
1
0
0
字
以
内
）

問合せ

総
務
部

☎
６
３
７-

３
１
３
１

地域情報ポータルサイト｢うつのみやマップ｣

宇都宮エリア地域情報ポータルサイト
｢うつのみやマップ｣がスタート！
　｢宇都宮の暮らしをもっと便利に！　もっと人々の交流を！｣をコンセプトに設立
された、宇都宮を中心とした地域情報ポータルサイトです。
　最大の特徴は、地図をベースに情報発信されていること！ 生活に役立つ行政
情報から名店の紹介や企業情報まで、広い分野のタウン情報を掲載しています。

さまざまな情報が地図になった！ 
２30種類の情報マップを掲載！！
　店舗・施設・企業などのさまざまな情報が、地図と一体となって紹介されています。
その数なんと22,600 件！

季節・テーマごとの特集やニュース！！
　｢うつのみやマップ｣では、季節・テーマごとの特集やイベント情報、地域に密着した
ニュースを毎日配信しています。

◎宇都宮エリア地域情報ポータルサイト「うつのみやマップ」
http://www.utsunomiya-map.com/

「うつのみやマップ」は、宇都宮のさまざまな  情報を配信しているホームページです。

｢うつのみやマップ｣トップページ　
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